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要　旨

プリコーションガウンの裏側に透過したMRSAに対するアルコール噴霧および紫外線照射による殺菌効果に

ついて検討した。撥水性のないコットン35％・ポリエステル65％のガウン片上に液体培地中のMRSAを滴下す

ると，直後からガウン裏側へMRSAの透過がみられた。菌液滴下30秒後に高さ15 cmからガウンの表側に向

けて消毒用エタノール（79.6～81.4 %）を1回噴霧すると，ガウン裏側に透過したMRSAの殺菌率は3分後に75.2

％，10分後に95％，30分後に98.6%であった。また，10 cmの距離からガウンの表側に15 Wの紫外線を照射

すると，ガウン裏側の殺菌率は照射1分後にガウン裏側86.5％，30分後に99.96％であった。今回の実験条件で

はアルコール噴霧や紫外線照射により30分後にはガウン裏側に透過したMRSAをほぼ殺菌することを示したが，

臨床の場面においては条件が異なるためユニホームを汚染する危険があると思われた。
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Ⅰ．緒言

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（Methicillin－Resistant

Staphylococcus aureus, MRSA ）は1961年に英国で分離

されて以来，現在では院内感染菌として問題となってい

る1）。CDC（Centers for Disease Control and Prevention）

はMRSA感染患者の湿性生体物質を扱うときにはガウン

の着用を推奨している2）。筆者らは，ガウン素材の違いに

よるMRSAのガウン裏側への透過性について検討し，撥

水性のないコットン35％・ポリエステル65％のガウン

は，付着直後からガウン裏側へ菌が透過することをすで

に報告した3）。一方，撥水性のあるガウン裏側へは早期の

時間には透過しなかったことも報告した3）。看護ケアを

行う際，看護者は菌が裏側に透過したガウンを着用する

ことにより，ユニホームが汚染され院内感染を広げる危

険がある。施設によっては撥水性のないガウンを使用し

ているため，ガウン裏側へ透過した菌の簡便な消毒方法に

ついて考えた。MRSAに対してのアルコールと紫外線照

射の殺菌効果については，すでに報告されているが4～6），

今回ガウン裏側に透過したMRSA対して表側からのアル

コール噴霧や紫外線照射による消毒が実際にどの程度効

果を示すのかを実験により検討した。

Ⅱ．材料と方法

1. 実験期間
平成15年 8月 1日から8月31日まで

2． 実験場所
山梨大学医学部看護学科健康科学実験室

原　著 

受理日：2005年1月27日
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3． 実験室の環境条件
室温はエアコンにより23～26℃に保ち実験を行った。

湿度は40～ 60％であった。

4． 実験に使用したガウン
35％コットン・65％ポリエステル製（ナガイレーベン株

式会社より提供）で制菌加工の施されていないガウンを未

使用状態で用いた。

5． 実験に使用した細菌
MRSAは，山梨大学医学部微生物講座から供与された

臨床分離株を用いた。MRSAを普通液体培地（栄研化学）

で37℃，24時間培養し，菌数を調整して実験に用いた。

6． アルコール噴霧による殺菌効果を調べる実験
未使用のコットン35％・ポリエステル65％のガウンの

布片にMRSAを滴下し，30秒後にアルコールを1回噴霧

してガウンの表側・裏側の菌がどの程度減少するかどう

かを測定した。MRSAが浸透しないようトレイ上にナイ

ロン袋で被い，その上にキムタオル，サランラップ，紙

タオルの順に並べた。次に，ガウン布片（2 cm×2 cm）

上に104/mlのMRSA菌液50μrを約0.5 cmから1 cm以

内の高さからマイクロピペットを用い静かにガウン布片

へ滴下した。種々の菌量でプレテストを行い，今回の実

験方法で測定可能なコロニー数を検討し，滴下する菌液

は104/mlに設定した。実験は，適切な高さからエタノー

ル噴霧をするためにガウンの傍に定規をたて，ガウン布

片の中心に向け，アルコール（消毒用エタノール79.6 ～

81.4%vol，日興製薬）を1回（約1 ml），15cmの高さから

噴霧した。アルコールは乾燥しなければ十分な消毒効果

を発揮しないので，噴霧後どれくらいの時間でエタノー

ルが乾燥するかを調べたところ，1分30秒で乾燥するこ

とがわかった。したがって，噴霧後の測定時間は，0分，

1分30秒，3分，4分，5分，10分，15分，30分後とし，

各時間毎にピンセットで普通寒天培地（日水製薬）にガウ

ン布片の表側，裏側を付着させ，37℃に設定した孵卵器

内で48時間培養し，コロニー数をカウントした。結果は

colony forming unit（CFU）で示した。

7． 紫外線照射による殺菌効果を調べる実験
ガウンの布片にMRSAを付着させた後に，ガウン表側

から紫外線を照射してガウンの表側・裏側の菌がどの程

度減少するかを測定した。紫外線は紫外線殺菌装置

（NAVIS Sterilizer）を用い15 Wの紫外線灯（253.7 nm）

を使用した。清潔なサランラップ上に未使用のコットン

35％・ポリエステル65%ガウンの布片（2 cm×2 cm）を

置き，その上にMRSA菌液（104/ml）を50μr滴下した。

菌量については，アルコール噴霧の実験と同様にした。

菌液を布片に滴下し裏側に浸透した30秒後に15 Wの紫

外線を照射した。紫外線照射位置は紫外線が正確にガウ

ンに照射できる紫外線灯から10 cmの位置とした。紫外

線灯は1本を上から照射し，下は反射のみとした。照射

後0分，1分，3分，5分，15分，20分，30分にガウンを

取り出し，普通寒天培地上にガウン表側・裏側をピン

セットで清潔に付着して培養した。37℃に設定した孵卵

器内で48時間培養し，コロニー数をカウントした。結果

は CFUで示した。

8．倫理
本研究は，山梨大学医学部の倫理委員会の承認を得た

後に行った。

Ⅲ．結果

1． ガウン裏側に透過したMRSAに対するアルコール噴
霧の殺菌効果

コットン35％・ポリエステル65％のガウン片にMRSA

を滴下し30秒後にアルコールを15 cmの高さから1回噴

霧したときのガウン裏側・表側の菌数を測定した。図1
に示すように，MRSA滴下直後のガウン裏側に検出され

た菌数は，74.0 CFU，表側は73.6 CFUであったが，エ

タノール噴霧後1分30秒後では，裏側には50.7 CFU（殺

菌率31.5％），表側には58.3 CFU（殺菌率20.8%）であった。

しかし，3分後から特に裏側の菌が減少しはじめ裏側18.3

CFU（殺菌率75.2%），表側は58.3 CFU（殺菌率57.0%）で

あった。5分後には，裏側8.0CFU（殺菌率89.2%）表側は

28.7CFU（殺菌率60%），10分後には裏側は3.7 CFU（殺菌

率95.0%），表側は15.3 CFU（殺菌率74.7%），15分後では

裏側4.0 CFU（殺菌率94.6%），表側24.3 CFU（殺菌率

67.0%），30分後には裏側0.7 CFU（殺菌率98.6%），表側

0.0 CFU（殺菌率100%）であった。すべての測定値におい

て，裏側の標準偏差（以下SDと略）は11.4以下で，表側

のSDは19.8以下であった。

2． ガウン裏側に透過したMRSAに対する紫外線照射に
よる殺菌効果

コットン35％・ポリエステル65％のガウン片にMRSA

を滴下し30秒後に15 Wの紫外線灯を10 cmの高さから

ガウン表側に紫外線を照射したときのガウン裏側・表側

の菌数を測定した。図2に示すように，MRSA滴下直後

のガウン裏側に検出された菌数は，74.0 CFU，表側は73.6

CFUであった。紫外線を1分照射すると，ガウン裏側10.0

CFU（殺菌率86.5%），表側12.0 CFU（殺菌率83.7%）とな

り，裏側・表側ともに菌数は大きく減少した。そして，3

分後には裏側8.0CFU（殺菌率89%），表側8.7CFU（殺菌率

88.2%），5 分後に裏側 5.0CFU（殺菌率 93.7%），表側

10.7CFU（殺菌率85.5%），10分後には裏側3.0 CFU（殺菌

率95.9%），表側4.3 CFU（殺菌率94.2%），15分後に裏側

2.7CFU（殺菌率96.3%），表側3.7CFU（殺菌率95%），30分

後には裏側0.3 CFU（殺菌率99.96%），表側1.7CFU（殺菌

率99.7%）であった。すべての測定値において，裏側のSD

は5.2以下で，表側のSDは7.8以下であった。

Ⅳ．考察

アルコールはスプレーなどで消毒によく用いられるが，

抗菌スペクトルの範囲が広く，殺菌効果が速効性であり，

かつ蒸発して残留性がないという利点がある7）。アル

コールは，蛋白変性，脂質溶解，酵素活性阻害により細

菌や一部のウイルスなどの殺菌消毒に効果を示す1）。微

生物が殺菌されるには水分の存在が必要である8）。した

がって，70％エタノールは殺菌効果が最も高いことがわ

かっている9）。また，ブドウ球菌に対しては5℃ではアル

コールの作用は弱く，20℃では30秒で殺菌力を示すとい

われている10）。一方，紫外線は殺菌力の強い波長を人工

的に作製して照射し細菌を殺滅する方法である1）。

足立らは，消毒用エタノールを高さ20cmの位置から3

回噴霧したところ，96％の除菌効果を示した5）。一方，高

井らは，アルコール1回噴霧15分と2回噴霧20分では効

果に差異がないことを報告している11）。足立らの実験と

今回行った実験で異なる点はアルコール噴霧の距離の違

いである5）。筆者らも20cmの距離からアルコール噴霧を

試みたところ，ガウン片には距離が遠すぎ消毒用エタ

ノール液がガウン片に十分噴霧できなかった。噴霧時の

高さは15 cmの方が噴霧しやすく，確実に中心点に向け

て噴霧できたことから，今回の実験では噴霧の距離を15

cmとした。また，足立らの報告では，アルコールの噴霧

後の時間が示されていないことも異なる。アルコールは

揮発・乾燥することも効果を示すのに必要であるが，プ

レテストで2 回噴霧した場合には乾燥するまでにかなり

の時間を要し，1回噴霧と2回噴霧の効果を比較すること

はできなかった。また，消毒用エタノールは手指消毒に

は効果があるが12）13），ガウンへのアルコールの噴霧は不

要な対策であるとする報告もある14）。したがって，コッ

トンのガウンには不適切であり，またプラスチックガウ
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図1　ガウン裏側へ透過したMRSAに対するアルコール噴霧の殺菌効果

液体培地中のMRSA（104/ml）を撥水性のないコットン35％・ポリエステル65％のガウンに50μR滴下した。
滴下30秒後に消毒用エタノールを1回噴霧し，0分，1分30秒，3分，4分，5分，10分，15分，30分後に
ガウン布片の表側，裏側を普通寒天培地に付着させた。37℃の孵卵器内で48時間培養し，コロニー数をカウ
ントした。ガウン裏側，表側ともコロニー数の平均値を示した。
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MRSAは，山梨大学医学部微生物講座から供与された
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で37℃，24時間培養し，菌数を調整して実験に用いた。

6． アルコール噴霧による殺菌効果を調べる実験
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布片にMRSAを滴下し，30秒後にアルコールを1回噴霧

してガウンの表側・裏側の菌がどの程度減少するかどう

かを測定した。MRSAが浸透しないようトレイ上にナイ

ロン袋で被い，その上にキムタオル，サランラップ，紙

タオルの順に並べた。次に，ガウン布片（2 cm×2 cm）

上に104/mlのMRSA菌液50μrを約0.5 cmから1 cm以

内の高さからマイクロピペットを用い静かにガウン布片

へ滴下した。種々の菌量でプレテストを行い，今回の実

験方法で測定可能なコロニー数を検討し，滴下する菌液
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ル噴霧をするためにガウンの傍に定規をたて，ガウン布

片の中心に向け，アルコール（消毒用エタノール79.6 ～

81.4%vol，日興製薬）を1回（約1 ml），15cmの高さから

噴霧した。アルコールは乾燥しなければ十分な消毒効果
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ガウンの布片にMRSAを付着させた後に，ガウン表側
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（NAVIS Sterilizer）を用い15 Wの紫外線灯（253.7 nm）

を使用した。清潔なサランラップ上に未使用のコットン

35％・ポリエステル65%ガウンの布片（2 cm×2 cm）を

置き，その上にMRSA菌液（104/ml）を50μr滴下した。

菌量については，アルコール噴霧の実験と同様にした。

菌液を布片に滴下し裏側に浸透した30秒後に15 Wの紫

外線を照射した。紫外線照射位置は紫外線が正確にガウ

ンに照射できる紫外線灯から10 cmの位置とした。紫外

線灯は1本を上から照射し，下は反射のみとした。照射

後0分，1分，3分，5分，15分，20分，30分にガウンを

取り出し，普通寒天培地上にガウン表側・裏側をピン
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器内で48時間培養し，コロニー数をカウントした。結果
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本研究は，山梨大学医学部の倫理委員会の承認を得た
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を滴下し30秒後にアルコールを15 cmの高さから1回噴

霧したときのガウン裏側・表側の菌数を測定した。図1
に示すように，MRSA滴下直後のガウン裏側に検出され

た菌数は，74.0 CFU，表側は73.6 CFUであったが，エ

タノール噴霧後1分30秒後では，裏側には50.7 CFU（殺

菌率31.5％），表側には58.3 CFU（殺菌率20.8%）であった。

しかし，3分後から特に裏側の菌が減少しはじめ裏側18.3

CFU（殺菌率75.2%），表側は58.3 CFU（殺菌率57.0%）で

あった。5分後には，裏側8.0CFU（殺菌率89.2%）表側は

28.7CFU（殺菌率60%），10分後には裏側は3.7 CFU（殺菌
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よる殺菌効果

コットン35％・ポリエステル65％のガウン片にMRSA

を滴下し30秒後に15 Wの紫外線灯を10 cmの高さから

ガウン表側に紫外線を照射したときのガウン裏側・表側

の菌数を測定した。図2に示すように，MRSA滴下直後

のガウン裏側に検出された菌数は，74.0 CFU，表側は73.6

CFUであった。紫外線を1分照射すると，ガウン裏側10.0

CFU（殺菌率86.5%），表側12.0 CFU（殺菌率83.7%）とな

り，裏側・表側ともに菌数は大きく減少した。そして，3

分後には裏側8.0CFU（殺菌率89%），表側8.7CFU（殺菌率

88.2%），5 分後に裏側 5.0CFU（殺菌率 93.7%），表側

10.7CFU（殺菌率85.5%），10分後には裏側3.0 CFU（殺菌

率95.9%），表側4.3 CFU（殺菌率94.2%），15分後に裏側

2.7CFU（殺菌率96.3%），表側3.7CFU（殺菌率95%），30分

後には裏側0.3 CFU（殺菌率99.96%），表側1.7CFU（殺菌

率99.7%）であった。すべての測定値において，裏側のSD

は5.2以下で，表側のSDは7.8以下であった。

Ⅳ．考察

アルコールはスプレーなどで消毒によく用いられるが，

抗菌スペクトルの範囲が広く，殺菌効果が速効性であり，

かつ蒸発して残留性がないという利点がある7）。アル

コールは，蛋白変性，脂質溶解，酵素活性阻害により細

菌や一部のウイルスなどの殺菌消毒に効果を示す1）。微

生物が殺菌されるには水分の存在が必要である8）。した

がって，70％エタノールは殺菌効果が最も高いことがわ

かっている9）。また，ブドウ球菌に対しては5℃ではアル

コールの作用は弱く，20℃では30秒で殺菌力を示すとい

われている10）。一方，紫外線は殺菌力の強い波長を人工

的に作製して照射し細菌を殺滅する方法である1）。

足立らは，消毒用エタノールを高さ20cmの位置から3

回噴霧したところ，96％の除菌効果を示した5）。一方，高

井らは，アルコール1回噴霧15分と2回噴霧20分では効

果に差異がないことを報告している11）。足立らの実験と

今回行った実験で異なる点はアルコール噴霧の距離の違

いである5）。筆者らも20cmの距離からアルコール噴霧を

試みたところ，ガウン片には距離が遠すぎ消毒用エタ

ノール液がガウン片に十分噴霧できなかった。噴霧時の

高さは15 cmの方が噴霧しやすく，確実に中心点に向け

て噴霧できたことから，今回の実験では噴霧の距離を15

cmとした。また，足立らの報告では，アルコールの噴霧

後の時間が示されていないことも異なる。アルコールは

揮発・乾燥することも効果を示すのに必要であるが，プ

レテストで2 回噴霧した場合には乾燥するまでにかなり

の時間を要し，1回噴霧と2回噴霧の効果を比較すること

はできなかった。また，消毒用エタノールは手指消毒に

は効果があるが12）13），ガウンへのアルコールの噴霧は不

要な対策であるとする報告もある14）。したがって，コッ

トンのガウンには不適切であり，またプラスチックガウ
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図1　ガウン裏側へ透過したMRSAに対するアルコール噴霧の殺菌効果

液体培地中のMRSA（104/ml）を撥水性のないコットン35％・ポリエステル65％のガウンに50μR滴下した。
滴下30秒後に消毒用エタノールを1回噴霧し，0分，1分30秒，3分，4分，5分，10分，15分，30分後に
ガウン布片の表側，裏側を普通寒天培地に付着させた。37℃の孵卵器内で48時間培養し，コロニー数をカウ
ントした。ガウン裏側，表側ともコロニー数の平均値を示した。
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ンでは着用してアルコール噴霧すると防水のため表面張

力で水分が玉状となり消毒効果を示す前にガウン下の床

へ落下する可能性もあると考える。今回の実験結果では，

裏側に透過した菌はアルコール噴霧後5分後に89.2％，15

分後に94.6％，30分後には98.6％まで殺菌されていた。し

かし，噴霧後の早い時間では殺菌率が少ないこともわ

かった。この結果から，ガウン裏側へ透過したMRSAに

対して十分なアルコールの殺菌効果を得るためには，直

接汚染された部位へ適切なアルコール量を噴霧すること

や十分なアルコールの作用時間が必要であると思われる。

噴霧では汚染部位の特定も困難であるし，菌量も部位に

よって違ってくる。噴霧後15分まではガウンの裏側が表

側に比べて殺菌率が高かったのは，裏側にアルコールが

すぐに浸透し，アルコールとの作用時間が長かったため

に殺菌されたのではないかと考えられるが，詳細な理由

は不明である。また，裏側で100％の殺菌が得られなかっ

たのは，MRSAがガウンの繊維に残存しているため，そ

の部分にアルコールが十分作用しなかったのではないか

と考える。

紫外線の消毒効果については，15 Wの紫外線灯を10

cmの高さから直接照射したところ，裏側のMRSAは1分

後には86.5%まで殺菌された。また，殺菌率が20分後に

は98.6％で，30分後には99.96%であったことから， 紫外

線はエタノール噴霧と比較しても早い時間から殺菌効果

があると考えられる。川名らは，紫外線殺菌装置の紫外

線ランプGL－30を 4本使用して，64 cmの高さから照

射実験をしたところ，2×106個の黄色ブドウ球菌は1分

で102個まで激減し，5分では0個まで減少している。ま

た，2×108 個の菌では殺菌に20～30分を要すことを示

し，最初の菌数によって効果に差があることを報告して

いる4）。また，工藤らは殺菌ロッカーを用いて15 W（波長

253.7 nm）の紫外線を最大65 cmの距離から照射すると，

MRSAでは5分，その他の菌では 30分で死滅しているこ

とを示し，ケア後30分の紫外線照射はMRSA感染患者の

予防衣の消毒としては有効であると報告している6）。実験

条件は異なっていたが，紫外線照射後1分で菌が大きく

減少し，30分でほぼ殺菌効果を示したことは今回の筆者

らの実験結果とほぼ一致しているといえる。

ガウンの紫外線照射については，ガウンの消毒価値の

低さを指摘する意見もある15）。その理由として，直接紫

外線を照射できないガウンの裏側や重なりあった部分に

は効果がないことがあげられる。また，紫外線の線源と

被照射物の距離は短いほど有効であり，距離の2乗に反

比例する16）。殺菌灯についても管理，清掃と一定の線量

を維持するための紫外線量の測定も必要である。MRSA

に対する易感染患者は免疫不全状態や大きな手術後，

IVHや気管挿管の人工呼吸管理患者，熱傷外傷などの患

者が多く17），そのような状態の患者に対してはケアの回

数も多く，ガウンを利用するための紫外線ロッカーを使

用すれば何回も開閉が必要とされる。高橋らによると体

位交換やシーツ交換などの接触度の高いケア後には

MRSAが袖口から検出されていたことを報告している18）。

今回の実験結果より殺菌効果を示す時間は30分で，殺菌

のためには正確な照射が必要である。急ぐ場合には殺菌

灯ロッカーの個数に限りがあるため，袖など重なりあっ

たりして，十分紫外線が照射できていないとすることを

想定すると完全に有効であるとはいえない。したがって，

殺菌灯ロッカーは感染予防策としては適切でないと思わ

れる。今回の実験は，殺菌灯ロッカーではなく紫外線殺

菌装置を使用したが，ガウンの重なり合う部分や素材に

よる殺菌効果の違いについての検証はしていない。今後，

検討が必要であると思われる。

ガウンがMRSAなどで汚染した場合，実際にどの部分

が菌で汚染されているかわからない。アルコールをガウ

ン全体に噴霧すれば，ガウンが濡れ，乾燥に時間を要す

る。また，紫外線では照射方法，部位，菌数により殺菌

効果が異なるため，完全な殺菌は期待できない。臨床現

場では患者により菌数なども一定でなく予想以上にガウ

ン裏側への殺菌効果が減少することも考えられる。した

がって，アルコールや紫外線照射で完全な殺菌ができな

いので，ディスポザブルのガウンの使用が良いと考える。

Rutalaは，ガウンを再利用するか1回使用するかを細菌的

な面やコストの面から検討し，1回使用の方が危険も少な

く，コストも少ないことを述べている19）。また，筆者らが

すでに報告したように，撥水性があるガウンではMRSA

のガウン裏側への透過がみられなかったことから 3），

MRSA感染患者の湿性生体物質を扱う際には，CDCが推

奨する防水性のディスポザブルガウンを使用することが

望ましいといえる。

Ⅴ．結論

1． ガウン裏側へ透過したMRSAに対し，15 cmの高さ

から消毒用エタノールを1回噴霧すると，3分後には

75.2%，10分後に95.0％，30分後には98.6％の殺菌

効果が得られた。

2． ガウン裏側へ透過したMRSAに対し，紫外線殺菌装

置を用い紫外線（15 W）を10 cmの距離で照射したと

ころ，1分後に86.5%，30分後に99.96％の殺菌効果

が得られた。

3． 臨床現場においては，ガウン裏側のMRSAに対し完

全な殺菌は期待できないので，防水性のディスポザ

ブルガウンの使用が望ましい。
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ンでは着用してアルコール噴霧すると防水のため表面張

力で水分が玉状となり消毒効果を示す前にガウン下の床

へ落下する可能性もあると考える。今回の実験結果では，

裏側に透過した菌はアルコール噴霧後5分後に89.2％，15

分後に94.6％，30分後には98.6％まで殺菌されていた。し

かし，噴霧後の早い時間では殺菌率が少ないこともわ

かった。この結果から，ガウン裏側へ透過したMRSAに

対して十分なアルコールの殺菌効果を得るためには，直

接汚染された部位へ適切なアルコール量を噴霧すること

や十分なアルコールの作用時間が必要であると思われる。

噴霧では汚染部位の特定も困難であるし，菌量も部位に

よって違ってくる。噴霧後15分まではガウンの裏側が表

側に比べて殺菌率が高かったのは，裏側にアルコールが

すぐに浸透し，アルコールとの作用時間が長かったため

に殺菌されたのではないかと考えられるが，詳細な理由

は不明である。また，裏側で100％の殺菌が得られなかっ

たのは，MRSAがガウンの繊維に残存しているため，そ

の部分にアルコールが十分作用しなかったのではないか

と考える。

紫外線の消毒効果については，15 Wの紫外線灯を10

cmの高さから直接照射したところ，裏側のMRSAは1分

後には86.5%まで殺菌された。また，殺菌率が20分後に

は98.6％で，30分後には99.96%であったことから， 紫外

線はエタノール噴霧と比較しても早い時間から殺菌効果

があると考えられる。川名らは，紫外線殺菌装置の紫外

線ランプGL－30を 4本使用して，64 cmの高さから照

射実験をしたところ，2×106個の黄色ブドウ球菌は1分

で102個まで激減し，5分では0個まで減少している。ま

た，2×108 個の菌では殺菌に20～30分を要すことを示

し，最初の菌数によって効果に差があることを報告して

いる4）。また，工藤らは殺菌ロッカーを用いて15 W（波長

253.7 nm）の紫外線を最大65 cmの距離から照射すると，

MRSAでは5分，その他の菌では 30分で死滅しているこ

とを示し，ケア後30分の紫外線照射はMRSA感染患者の

予防衣の消毒としては有効であると報告している6）。実験

条件は異なっていたが，紫外線照射後1分で菌が大きく

減少し，30分でほぼ殺菌効果を示したことは今回の筆者

らの実験結果とほぼ一致しているといえる。

ガウンの紫外線照射については，ガウンの消毒価値の

低さを指摘する意見もある15）。その理由として，直接紫

外線を照射できないガウンの裏側や重なりあった部分に

は効果がないことがあげられる。また，紫外線の線源と

被照射物の距離は短いほど有効であり，距離の2乗に反

比例する16）。殺菌灯についても管理，清掃と一定の線量

を維持するための紫外線量の測定も必要である。MRSA

に対する易感染患者は免疫不全状態や大きな手術後，

IVHや気管挿管の人工呼吸管理患者，熱傷外傷などの患

者が多く17），そのような状態の患者に対してはケアの回

数も多く，ガウンを利用するための紫外線ロッカーを使

用すれば何回も開閉が必要とされる。高橋らによると体

位交換やシーツ交換などの接触度の高いケア後には

MRSAが袖口から検出されていたことを報告している18）。

今回の実験結果より殺菌効果を示す時間は30分で，殺菌

のためには正確な照射が必要である。急ぐ場合には殺菌

灯ロッカーの個数に限りがあるため，袖など重なりあっ

たりして，十分紫外線が照射できていないとすることを

想定すると完全に有効であるとはいえない。したがって，

殺菌灯ロッカーは感染予防策としては適切でないと思わ

れる。今回の実験は，殺菌灯ロッカーではなく紫外線殺

菌装置を使用したが，ガウンの重なり合う部分や素材に

よる殺菌効果の違いについての検証はしていない。今後，

検討が必要であると思われる。

ガウンがMRSAなどで汚染した場合，実際にどの部分

が菌で汚染されているかわからない。アルコールをガウ

ン全体に噴霧すれば，ガウンが濡れ，乾燥に時間を要す

る。また，紫外線では照射方法，部位，菌数により殺菌

効果が異なるため，完全な殺菌は期待できない。臨床現

場では患者により菌数なども一定でなく予想以上にガウ

ン裏側への殺菌効果が減少することも考えられる。した

がって，アルコールや紫外線照射で完全な殺菌ができな

いので，ディスポザブルのガウンの使用が良いと考える。

Rutalaは，ガウンを再利用するか1回使用するかを細菌的

な面やコストの面から検討し，1回使用の方が危険も少な

く，コストも少ないことを述べている19）。また，筆者らが

すでに報告したように，撥水性があるガウンではMRSA

のガウン裏側への透過がみられなかったことから 3），

MRSA感染患者の湿性生体物質を扱う際には，CDCが推

奨する防水性のディスポザブルガウンを使用することが

望ましいといえる。

Ⅴ．結論

1． ガウン裏側へ透過したMRSAに対し，15 cmの高さ

から消毒用エタノールを1回噴霧すると，3分後には

75.2%，10分後に95.0％，30分後には98.6％の殺菌

効果が得られた。

2． ガウン裏側へ透過したMRSAに対し，紫外線殺菌装

置を用い紫外線（15 W）を10 cmの距離で照射したと

ころ，1分後に86.5%，30分後に99.96％の殺菌効果

が得られた。

3． 臨床現場においては，ガウン裏側のMRSAに対し完

全な殺菌は期待できないので，防水性のディスポザ

ブルガウンの使用が望ましい。
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